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小型試験片を用いた原子炉圧力容器（RPV）脆化評価手法の確立に向け、サブサイズ試験片を用いたシャ

ルピー衝撃試験を行ない、フルサイズ試験片との比較評価を行った。 
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1. 緒言 

運転期間延長認可制度の制定に伴い、40 年を超えてプラントの運転期間の延長認可を受ける場合には、

新たに 2 回の監視試験の追加実施が求められる。国内 BWR プラントにおいては、今後の監視試験に備え

て十分な試験片数を確保していくために、小型試験片を用いた RPV 脆化評価手法の確立が望まれている。

それら評価手法の確立に向けて、シャルピー衝撃試験においてはこれまでの標準試験片（フルサイズ試験

片：10mm×10mm×55mm）での試験データによる評価結果と、小型試験片での試験データによる評価結果

との整合性を確認していく必要がある。JIS Z 2242 では小型試験片として試験片幅を 2.5mm、5mm、7.5mm

としたサブサイズ試験片について規定している。本研究では、監視試験片からの採取を鑑み、試験片幅を

4mmとしたサブサイズ試験片を用いてシャルピー衝撃試験を行ない、フルサイズ試験片との比較評価を行

った。 

2. 試験方法 

RPV 相当材として低合金鋼よりフルサイズ試験片ならびにサブサイズ試験片（4mm×10mm×55mm）を

採取したのち、試験温度-120～100℃にて JIS Z 2242 に準拠してシャルピー衝撃試験を行ない、吸収エネル

ギー、延性破面率ならびに横膨出量を評価した。これらの試験結果をもとに、エネルギー－温度遷移曲線

を求めた。 

3. 結果および評価 

図１に吸収エネルギーの温度依存性を示す。フルサイズ試

験片の遷移曲線から Wallin ら[1]の温度・エネルギー換算式を

用いてサブサイズ試験片の遷移曲線の予測値を求めたところ、

今回得られたサブサイズ試験片での結果は予測値とよく一致

しており、試験片幅 4mmのサブサイズ試験片を監視試験へ適

用できる見通しが得られた。なお、サブサイズ試験片での試

験結果からフルサイズ試験片での遷移曲線への換算方法につ

いても検討を行っており、講演にて報告する。 
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図１ 吸収エネルギーと温度の関係 
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